
 
令和５年度 第１回沼津市総合教育会議  

 
 
 

日時：令和６年１月25日(木) 14:00～ 

場所：沼津市水道部庁舎 ３階会議室 

 

 

 

＜ 次 第 ＞ 

 

１ 開会 

 

２ 市長挨拶 

 

３ 教育長挨拶 

 

４ 協議・調整事項 

貴き志を持つ人づくりとまちづくり ～次の100年へ～ 

 

５ 閉会 
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１８６８ 徳川氏駿河移封にあたり旧幕府陸軍部の沼津移住の有志が
（明治元年） 添地に代戯館を設け少年たちに漢籍洋算を教授

１８６９ 沼津兵学校・同附属小学校開校
（明治２年）

１８７２ 「学制」公布
（明治5年）

１８７３ 沼津小学校が公立小学集成舎と改称
（明治６年） 旧本陣清水太郎作方に明強舎を創立

１８７７ 集成舎と明強舎が合併し沼津黌（沼津学校）となる
（明治10年）

１８８８ 沼津尋常小学校附属「沼津文庫」設立
（明治21年）
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１９２７ 沼津市の市章が制定される
（昭和２年）

１９４４ 片浜村、金岡村、大岡村、静浦村の４村が

（昭和19年） 沼津市と合併（人口９万6,350人）

１９３５ 「沼津文苑」創刊
（昭和10年）

１９２３ 沼津町と楊原村が合併し、沼津市となる
（大正12年） （人口３万4,482人）
１９２６ 沼津大火（全焼763戸）
（大正15年）
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１９４５ 沼津大空襲
（昭和20年）

１９４６ 第一中学校（市立高前身）創立
（昭和21年）

１９４７ 「教育基本法」「学校教育法」公布
（昭和22年）

１９５２ 教育委員会事務局を設置

（昭和27年） 沼津市立図書室（沼津文庫）開設

沼津市教育委員の選挙が行われ、

沼津市教育委員会が発足
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１９５３ 沼津駅舎新築完成
（昭和28年）

１９５５ 愛鷹村、大平村、内浦村、西浦村の４村が

（昭和30年） 沼津市と合併（人口13万193人）

１９５８ 狩野川台風が襲来、大きな被害を受ける
（昭和33年）

１９６６ 現市役所庁舎完成
（昭和41年）

１９６８ 原町が沼津市と合併（人口18万4,173人）
（昭和43年）

１９７０ 市の花「はまゆう」、市の木「松」 制定
（昭和45年）

１９５５ 『沼津のあゆみ』小学校編、『沼津郷土史』中学校編刊行
（昭和30年）

１９５６ 第四小学校に特殊学級(特別支援学級)を設置
（昭和31年）

１９５７ 開北小が第五小から分離独立
（昭和32年）

１９５８ 「道徳」の授業を開始
（昭和33年）

１９６２ 駿河図書館開館
（昭和37年）

１９６３ 文化会館開館
（昭和38年）

１９６６ 青少年センター開設
（昭和41年）

１９７２ 教育研究奨励制度発足
（昭和47年）

１９７０ 西浦西小が西浦小に統合
（昭和45年） 6
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１９７３ 市制50周年、市民憲章制定
（昭和48年）

１９７５ 沼津方式によるごみの分別収集開始
（昭和50年）

１９８０ 青少年健全育成都市宣言
（昭和55年）

１９８６ 保健センター開設
（昭和61年）

１９８７ 東海道線片浜駅開業
（昭和62年）核兵器廃絶平和都市宣言

１９７３ 市民体育館開館
（昭和48年）

１９７４ ぬまづ社会科研究会著『ぬまづ昔ばなし』発行
（昭和49年）

１９７６ 西浦・内浦中を統合し、中学校校地を

（昭和51年） 長井崎に決定

１９７９ 戸田舟山に「みどりの学校」（現「ゆめとびら舟山」）

（昭和54年） を開設

１９８６ 青少年教育センター開設
（昭和61年）
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２０００ 特例市へ移行
（平成12年）

２００４ 大型展望水門施設「びゅうお」完成
（平成16年）

２００５ 戸田村が沼津市と合併（人口21万1,244人）
（平成17年）

１９９３ 市立図書館開館
（平成５年）

１９９９ 戸田保育園・幼稚園合築施設
（平成11年） 「へだっこセンター」完成

２０００ 「ちえづくり・ひとづくり・沼津の教育21推進事業」
（平成12年） 開始

２００３ 市立沼津高等学校中等部開校
（平成15年） 学校図書館を利用した学習活動の展開を推進（司書教諭配置）

２００４ 魁光章設立、「人づくり未来塾推進事業」開始
（平成16年）

２００６ 本市が「言語教育特区」に認定され
（平成18年） 市立小中学校（中等部を除く）に「言語科」を導入
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２０１２ 新東名高速道路開通
（平成24年）

２０１３ 「キラメッセぬまづ」先行開業
（平成25年） 市制90周年事業「ぬまづLOVEフェスタ」開催

２０１４ ふじのくに千本松フォーラム「プラサヴェルデ」開館
（平成26年）

２０１５ 道の駅「くるら戸田」開館
（平成27年）

２００９ 「夢ある人づくり塾」開始
（平成21年） 「沼津市教育基本構想」策定

「がんばる学校応援事業」開始

２０１０ 静浦地区３小学校を統合
（平成22年）

２０１１ 教職員研修センター開設
（平成23年）
２０１３ 「沼津大志学習」プラン策定
（平成25年）

２０１４ 静浦小中一貫学校開校
（平成26年）

２０１６ 「沼津市教育大綱」策定
（平成28年）「イングリッシュアドベンチャー事業」

「みんなで受けよう！英検３級事業」
「イングリッシュデビュー事業」等
英語力向上に向けた事業開始

２０１７ 「『チーム学校』実現事業」により、
（平成29年） 教育の充実と教員の執務時間の確保を支援
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２０１９ 公益社団法人日本フェンシング協会と
（令和元年） 連携協定を締結

２０２１ 新貨物ターミナル用地の取得完了

（令和３年） フェンシング交流拠点施設「Ｆ３ ＢＡＳＥ」完成

２０２３ 沼津市総合体育館「香陵アリーナ」開館

（令和５年） 市制100周年

２０１９ 市立小中学校（中等部を除く）に小中一貫教育導入
（令和元年）

２０２０ 市立中学校３年生を対象に補習学習として

（令和２年） 「沼津寺子屋」を開催

「沼津市教育大綱」策定

コミュニティ・スクール導入開始

地域学校協働本部設置開始

２０２１ 「ぬまづ電子図書館」開館

（令和３年） 沼津市版GIGAスクール構想において
1人1台端末(Chromebook)を貸与及び活用環境整備

「沼津市教育基本構想」策定

長井崎小中一貫学校、戸田小中一貫学校開校

２０２２ 幼児教育支援充実事業研究を開始（県指定）

（令和４年） 英語パフォーマンステスト導入
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市制100周年記念事業
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市制100周年記念事業
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市制100周年記念事業
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市制100周年記念事業
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市制100周年記念事業
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市制100周年記念事業

市制100周年記念式典

【記念式典の様子】

【沼津市⾧ あいさつ】 17

市制100周年記念事業

市制100周年記念イベント
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市制100周年記念事業

国内最高峰の大会 「全日本フェンシング選手権」
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市制100周年記念事業

「沼津市市制100周年記念市民提案事業」

区分 限度額

一般団体
１事業につき補助対象経費の２分の１以内とし、 100万円を
限度とする。

学生団体 １事業につき補助対象経費のうち、20万円を限度とする。

【大岡地区ｺﾐｭﾆﾃｨ】 【戸田フェス】

【三曲連盟】 【大岡中生徒会】

【ハイポート】【西浦ﾛｰｶﾙﾏｰｹｯﾄ】
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市制100周年記念事業

21 22

23

★市制100周年記念 こども絵画コンテスト

15 2
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★市制100周年記念事業（芸術文化、地域資源）

ぬまづ茶会

沼津ゆかりの作家たち

市民大学

市制100周年お祝い給食

【教育委員会】

沼津対局(将棋ﾀｲﾄﾙ戦)
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★市制100周年記念事業（芸術文化、地域資源）

【教育委員会】

沼津市芸術祭

市民が祝う沼津第九演奏会
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★市制100周年記念事業（芸術文化、地域資源）

【市長部局】

市制100周年記念ｲﾍﾞﾝﾄ(市制100周年記念事業)

親子を対象としたぬまづの宝をめぐるｲﾍﾞﾝﾄ

沼津農林水産まつり事業
沼津産業ﾌｪｱ開催事業

Sea級ｸﾞﾙﾒ全国大会
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★沼津市の地域資源
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★沼津市の名誉市民

★沼津市の主な国指定文化財 ★沼津市の文化施設
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★沼津市教育委員会 連携協定（例）

★沼津市 包括連携協定（例）

★本市での学校等との連携（芸術文化、地域資源）
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★本市での学校等との連携（芸術文化、地域資源）
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★本市での学校等との連携（芸術文化、地域資源）
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★他市の事例（芸術文化、地域資源）

33 34 34
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沼津市立小中学校 不登校の状況
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貧困率の年次推移
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39 39 40

ヤングケアラーの実態
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1.

1.

沼津市教育基本構想実施計画（抜粋）
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1.
( )

1.

沼津市教育基本構想実施計画（抜粋）

47

沼津市子どもの貧困対策推進計画 沼津市子ども・子育て支援事業計画

「

「いきいき暮らせるまち」

計画の基本方向

１ 乳幼児が安心して教育・保育を受ける
環境の充実へ

２ 子どもの育ちを支え、若者が安心して
成長できる社会へ

３ いじめや虐待のない社会へ
子供が安心して生活できる社会づくり

４ 妊娠、出産、子育ての希望が実現でき
る社会へ

５ 多様な子育てネットワークで安心できる
地域社会へ

６ 男性も女性も仕事と生活が調和する社
会へ（ワーク・ライフ・バランス）
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